
 

 

 

 

 

                                令和 6年 2月１日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

りすぐみ だより 

先日は郷土芸能鑑賞会がありました。鬼のパンツの絵本がお気に入りで、日常の中でも「おに～のパンツは

いいパンツ～♪つよいぞ～！」と、元気に歌っている子どもたちです。今後も大好きな歌や絵本で季節を感じ

たり、行事を通して伝統に触れていくことができたらなと思います。 

日々の生活では、言葉のやり取りが増え、保育者が質問すると返事がかえってきます。給食やおやつの際に

「人参はどこ？」「牛乳あるかな？」と声を掛けることで、「ここ！」と言葉や指差しで教えてくれる様子が 

見られるようになってきました。遊びの際には、一人遊びから「一緒にあそぼう！」と友だちと一緒に遊ぶ姿

が増えてきています。ままごとの人形を持って一緒に遊んだり、食べ物が出てくるページを一緒に見ながら 

「あーん」「おいしい？」と言葉でやり取りしたりするなど微笑ましい様子が見られました。また、お友だちが

使っている玩具を使いたい際には、「かして」といい、少しずつ自分の思いを言葉で伝える姿も見られるように

なってきています。しかし、まだまだ言葉で伝えられないことも多いため、「取られたくない」という思いから

トラブルになる場面もあります。そのような時には、両方の気持ちを受け止めながら、「押したら痛いよ」 

「待っててねって言おうね」などと、言葉や仕草で思いを伝えることができるよう、友達との関わり方を丁寧

に伝えていきたいと思います。 

★りすぐみあるある★ 

りすぐみのこんなことある！という日常を紹介します♪ 

・服の柄が一緒の友だちを見つけると「いっしょだね～」と喜んで話す。一緒を見つけるのが得意です！ 

・泣いている子がいると「だいじょうぶ？」と言い、よしよししてあげる。 

・友だちが鼻水が出ていると、ティッシュを取って持ってきてくれる。 

・手洗い場では自分の分だけじゃなく、友だちの分のペーパーも取って渡す。 

・絵本大好き！特におばけが出てくる絵本は怖いけど…大好き！ 

1 人でこんなこと出来るの！お友だちとこんな会話してる～♡と毎日成長していく子どもたちに 

わくわくしています！りすぐみも残り少しとなりましたが、楽しく見守っていきたいと思います。 

【今月のねらい】 

 

・手指を使った遊びにじっくりと取り組む。 

 

【今月の活動】 

・分園交流・散歩（園周り/公園/線路沿い） 

・園庭遊び（追いかけっこ・ボールなど） 

・運動遊び（くぐる・転がる・跳ぶ） 

・机上遊び（お絵かき・指先遊び・粘土遊び） 


